
　春日部市浅間下遺跡は、市域北部の宝珠花台地の上にある遺跡です。これ

までの調査で、縄文時代早期から後期の遺構や遺物が発見されています。

　現在、江戸川の堤防強化対策事業に伴い、記録保存のための発掘調査を実

施しています。今回の第４次調査では、せまい面積にもかかわらず、縄文時

代中期（今から約４,500 年前）の竪穴住居跡や土壙が２０基ほど発見され、

栄えていたムラであったことがわかりました。かつて、この地に生きていた

人々のくらしを想像し、彼らが作った縄文土器の豊かな造形を楽しんでいた

だけたら幸いです。
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地面を掘りくぼめて床をつくり、上屋をかけた住まいの跡です。柱穴や、火をたいた炉

（いろり）の跡がみられます。

炉体土器とは、口の部分や底が欠けた土器を、炉にすえたものです。

今の「ごとく」と同じ役割をしたものと考えられます。
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